
（参考１） 

 

２０２５年日本国際博覧会記念一万円金貨幣の図柄の説明 
 

表面（2.0 倍/ 原寸） 

『ミャクミャクと日本政府館』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○２０２５年日本国際博覧会の公式キャラクターである「ミャクミャク」

を「日本政府館」とともにデザインしています。 

 
 
 
 

裏面（2.0 倍/ 原寸） 
『２０２５年日本国際博覧会ロゴマーク』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ロゴマークの一部に虹色発色加工技術(※)を用いてデザインしています。 

 

   (※)虹色発色加工技術とは、微細な間隔に刻んだ溝に光が当たり、反射した

光が干渉し、虹色に輝いて見えるよう加工する技術です。見る向きや角

度によって発色する部分が変わることが特徴です。 

  



（参考２） 

 

２０２５年日本国際博覧会記念千円銀貨幣の図柄の説明 
 

表面（1.5 倍/ 原寸） 

『ミャクミャクと虹と万博会場からあふれ出す光』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「ミャクミャク」を「虹」と「万博会場からあふれ出す光」とともにデザ

インしています。 

「虹」の周辺にホログラム潜像技術（※次頁参照）を用いており、貨幣へ

の採用は世界初です。 

 
 
 

裏面（1.5 倍/ 原寸） 
『２０２５年日本国際博覧会ロゴマーク』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ロゴマークの一部に虹色発色加工技術を用いてデザインしています。 

  



※ホログラム潜像技術について 

 

ホログラム潜像技術とは、光を使って立体的な画像を空間に表示するホログラム

技術を応用した微細加工を貨幣表面に施した技術です。その表面に光を照射すると

画像が現れるのが特徴です。 

虹デザイン部周辺に LED 照明を当てると「EXPO」の文字が現れます。 

＜ホログラム潜像の確認方法＞ 

ＬＥＤ照明を記念貨幣の表面から約１０～２０cm 離して虹デザイン部に 

対して垂直に当てます。（光源としてスマートフォンのライトも使用可能） 


